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市政だより 交通事故相談日 11厚生国民年金

12月28日(火) 11相談日

市役所市民相談室 12月22臼(7l<)
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なるべく事故に
関係のある書類
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水揚げされたたまこ 大村市漁協(新技〉にて
寒風膚をさす大村湾l乙.大村市漁協(松尾重松組合

長〉組合員は、 12月1日なまこの解禁を待ちうけたよ

うに、いっせいに漁場へと急ぎました。

各漁船とも威勢のよいかけ声で網を入れる手にも力

が入り水揚げもまずまずでした。

昨年2月山口県から種なまこを購入して放流したも

ので、今年は形もよく消費者のみなさんにも喜んでも

らえることと思います。(組合員談)

乙のほか冬はウニ、モズク、赤貝など、夏は底引漁

法でエビなどが水揚げ、されています。

主に取引先は、佐賀県、福岡県などで水揚げの約8

割近くが出荷されます。

また最近は、とる漁業から、つくる漁業へと新しい

漁法を取入れ、のり、わかめの養殖に取り組んでおり

収穫が期待されています。
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衆
議
院
議
員
総
選
挙

投
票
率

71 

31 
% 

• 
前
回
を
や
や
下
回
る

十
二
月
五
日
執
行
さ
れ
ま
し
た

第
三
十
四
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

及
び
最
高
裁
判
所
国
民
審
査
は
、

晴
天
に
恵
ま
れ
、
投
票
率
の
上
昇

が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
前
回
を

や
や
下
回
り
、
衆
議
院
議
員
総
選

挙
で
七
一
・
コ
二
労
で
し
た
。

各
投
票
所
別
の
投
票
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

村
井
陸
曹
か
ら

高
木
市
長
に
目
録
を
贈
呈

市

内

観

光

案

内

板

十
二
月
六
日
陸
上
自
衛
隊
大
村

駐
と
ん
地
陸
曹
の
皆
さ
ん
か
ら
、

立
派
な
市
内
観
光
案
内
板
の
寄
贈

を
受
け
ま
し
た
。

乙
の
案
内
板
は
、
タ
テ
一
仇
、

ヨ
コ
一
、
五
れ
の
ア
ク
リ
ル
板
で

で
き
て
お
り
、
観
光
地
や
史
蹟
な

ど
が
四
色
で
わ
か
り
や
す
く
市
内

地
図
の
中
に
書
き
入
れ
て
あ
り
ま

す。
掲
示
場
所
は
、
県
営
パ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
待
合
所
で
す
。
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民公通和昭
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りむ市政だより(3) 

非
行

事
故
の
な
い

• 楽
し
い
冬
休
み
を

少

年

セ

ン

タ

あ
わ
た
だ
し
い
年
の
瀬
を
迎
え

ま
す
が
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は

楽
し
い
冬
休
み
が
始
ま
り
ま
す
。

忙
し
さ
の
た
め
、
子
供
へ
の
関

心
が
薄
れ
、
ま
た
、
正
月
は
心
が

ゆ
る
み
開
放
的
な
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。非
行
・
事
故
の
な
い
冬
休
み
を

過
す
た
め
に
、
市
民
一
人
一
人
の

愛
の
一
声
に
ど
協
力
下
さ
い
。

ム
自
転
車
の
二
人
乗
り
や
ス
ピ
!

ド
の
出
し
す
ぎ
、
乱
暴
運
転
に

は
一
声
か
け
て
注
意
し
て
下
さ

ム
早
く
暗
く
な
り
ま
す
。

夜
遊
び

し
な
い
よ
う
に
、
日
没
に
は
帰

宅
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
下
さ

ム
「
た
こ
あ
げ
」
「
乙
ま
回
し
」

が
多
く
な
り
ま
す
。
事
故
の
な

い
よ
う
指
導
し
て
下
さ
い
。

ム
寒
い
と
「
火
遊
び
」
が
多
く
な

り
ま
す
。
火
気
に
つ
い
て
も
十

分
注
意
し
て
下
さ
い
。

ム
お
年
玉
な
ど
金
銭
の
持
ち
歩
き

が
目
立
ち
ま
す
。
乱
費
し
な
い

ょ
う
家
庭
で
の
指
導
が
大
切
で

す。

ム
良
い
行
い
、
親
切
な
行
為
に
対

し
て
は
「
ほ
め
る
」
乙
と
を
忘

れ
ぬ
よ
う
、
勇
気
を
出
し
て
ほ

め
て
や
っ
て
下
さ
い
。

(
通
報
は
)

警

察

署

皿

国
三
一
二
六

少
年
セ
ン
タ
ー

E
同
四
三

二

一

サ
リ
ド

マ
イ
ド
被
害
者

補
償
請
求
の
申
出
を
受
付

サ
リ
ド
マ
イ
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被
害
者
に
対
し
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おお

て
第
二
次
補
償
請
求
の
申
出
が
受

付
け
ら
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た

サ
リ
ド
マ
イ
ド
剤
の
服
用
に
よ

っ
て
被
害
を
受
け
た
人
の
う
ち
、

既
に
和
解
契
約
な
ど
に
よ
り
補
償

を
受
け
た
人
以
外
の
人
に
つ
い
て

補
償
請
求
の
申
出
を
受
付
及
び
認

定
の
上
、
補
償
を
行
う
旨
通
知
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は

厚
生
省
薬
務
局
企
画
課
に
直
接
、

ま
た
は
財
団
法
人
い
し
ず
え
を
経

由
の
う
え
文
書
を
も
っ
て
申
出
て

下
さ
い
。

.

申
出
先
等
の
所
在
地

@
厚
生
省
薬
務
局
企
画
課

東
京
都
千
代
田
区
震
ケ
関
一1
二
i
二

@
財
団
法
人
い
し
ず
え

東
京
都
新
宿
区
戸
塚
町一i
四
O
四

ヴ
イ
ラ
早
稲
田
二

O
三
号

関
西
事
務
所

o 

。
;工業統計調査;

します

ご協力を

お願い

d

製
造
業
の
国
勢
調
査
'
と
い
わ

れ
る
「
工
業
統
計
調
査
」
が
、
今

年
も
十
二
月
三
十

一
日
現
在
で
行

わ
れ
ま
す
。

乙
の
調
査
は
、
全
国
の
す
べ
て

の
製
造
工
場
や
製
造
業
の
本
社
、

本
居
を
対
象
と
し
て
、
従
業
者
数

原
材
料
使
用
額
、
製
造
品
出
荷
額

な
ど
を
調
査
し
、
わ
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

乙
の
調
査
の
結
果
は
、
さ
ま
ざ

大
阪
市
淀
川
区
中
島
町

一一一

l
二
三
!
一
四

新
大
阪
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ビ
ジ

ネ

ス

九

二

O
号

補
償
申
出
書
の
提
出
期
限

昭
和
五
十
二
年
二
月
二
十
八
日

。

。

。
。

ま
の
需
要
予
測
や
都
市
計
画
な
ど

園
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策

の
基
礎
資
料
と
な
る
ば
か
り
で
な

く
.
民
間
企
業
の
経
営
指
針
と
し

て
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
同
時
に
、
中
小
企
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
て
中
小
企
業
対

策
の
基
礎
資
料
と
し
、
中
小
企
業

の
経
営
合
理
化
の
指
針
と
し
て
役

立
た
せ
る
た
め
に
、
通
商
産
業
大

臣
が
指
定
し
た
企
業
を
対
象
と
し

て
「
工
業
実
態
基
本
調
査
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

調
査
票
に
書
か
れ
た
各
事
業
所

の
内
容
は
、
統
計
以
外
の
た
め
に

用
い
ら
れ
る
乙
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

調
査
員
が
各
事
業
所
に
お
伺
い

し
て
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
の
で
、
年
末
.
年
始
で
お
忙

し
い
と
こ
ろ
誠
に
お
手
数
と
は
存

じ
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ど
協
力
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



昭和51年12月;15:日
1111111111111111 111111111111 1I11II1lI1I1II1I1I1I11II1I1lI11I1l1l1U11I刷1111111111111111111111111111111111川11111111111111111111111川川111111111川1111111

市政だより おおむら (4) 

*昭和51年を顧りみて、写真特集*

事
主
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b お-.むお市政だより(5) 

勤

労

青
少
年

卓

団
体
優
勝

十
一
月
二
十
八
日
勤
労
青
少
年

ホ
ド
ム
マ
勤
労
青
少
年
卓
球
大
会

が
行
わ
れ
、
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

団
体
戦

男
子
の
部

優
勝

一
ウ
オ
ル
サ
ム
チ

i
ム

準
優
勝
三
城
チ
!
ム

三

位

九

州
電
通
C
チ
i
ム

女
子
の
部

優
勝

コ
ス
モ
ス
チ
ー

ム

準
優
勝
ひ
ま
わ
り
チ
l
ム

b
b
 

I
J
 

大

会

男
子
ウ
オ
ル
サ
ム
チ

i
ム

女
子
コ
ス
モ
ス

チ
ー
ム

大
村
野
上

B
チ
!
ム

三
位

個
人
戦

男
子
の
部

優

勝

松

田
武
和
(松
田
電
気
)

準
優
勝

山
本
和
典

(九
州
電

通
)

三
位
山
根
憲
彦
(
海
自
大
村

航
空
隊
)

女
子
の
部

優
勝
達
田
和
枝
(長
崎
空
港
)

準
優
勝
高
辻
民
子
(
市
役
所
)

三
位

田

中
明
子
(
自
営
業
)

一
第
4
回

一

一

青

年

農

業

祭

一

一

十

ハ村
市
青
年
農
業
者
連
絡
協
議
会
の
主
催
で
、
次
の
と
お
り
一

一

農

業
祭
を
開
催
し
ま
す
の
で
多
数
お
い
で
下
さ
い
。

」

~

一

期

日

十

二

月
二

十

三

日

一

一

場

所

市

民

会

館

-

7
J
午
前
中

野研
究
発
表
会

i

-

一

一Jd
午

後

農

産

物
町
究
会

十
一
月
二

十
八
日
、
第

四
回
市
民
オ

リ
エ
ン
テ

l

リ
ン
グ
大
会

が
、
三
城
コ

ー
ス
で
約
四

百
人
の
参
加

の
も
と
、
盛

大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

レ
ー
ス
途

中
か
ら
雨
が

降
り
、
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

1

雨に

第14田

市民OL大会無事終了

ずも負 け

ス
を
元
気
に
踏
破
、
晩
秋
の
野
山

を
よ
く
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

(成
績
)

A
コ
l
ス

(経
験
者
)
十
キ
ロ

一
位
山
崎
泰
南
外
三
入

二
位
今
里
敏
也
外
四
人

三
位
平
井
達
也
外
二
人

B
コ
!
ス
(
初
心
者
)
八
キ
ロ

一
位
今
宮
芳
明
外
四
人

二
位
江
口
陽
子
外
一
人

三
位

山
下
睦
夫
外

一
人

C
コ

l
ス
(
フ
ァ
ミ
リ
ー
)
六
キ
ロ

一
位

中
野
文
隆
外
四
人

二
位

横

田

一
彦
外
三
人

三
位
坂
口
和
則
外
三
人

水
道
管
の
破
裂
を

防

ぎ

ま

し

ょ

う

夜
の
冷
え
こ
み
に
注
意
を

気
温
が
零
下
四
度
以
下
に
な
る

と
水
道
の
水
が
凍
っ
た
り
、
水
道

管
が
破
裂
し
た
り
し
ま
す
(
修
理

費
は
自
己
負
担
で
す
)

特
に
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

。
水
道
管
が
む
き
だ
し
に
な
っ
で

い
る
と
乙
ろ

@
水
道
管
が
北
向
に
な
っ

て
い
る

と
こ
ろ

'

@
風
あ
た
り
の
強
い
場
所

水
道
管
の
凍
結
、
、
ま
た
は
破
裂
を

防
ぐ
L

広
は

む
き
だ
し
の
水
道
管
に
保
温
材

を
巻
き
つ
け
て
下
さ
い
。

乙
の
保
温
材
は
市
販
の
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
手
近
な
も
の
と
し
て

毛
布
、
ナ
ワ
、
フ
ェ
ル
ト
、
コ
モ

な
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
巻
き
つ
け
て
そ
の
上

か
ら
ビ
ニ
ー
ル
を
か
ぶ
せ
水
に
ぬ

れ
な
い
よ
う
に
保
温
し
て
下
さ
い

氷
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

ま
ず
破
裂
し
た
部
分
に
チ
ュ
ー

ブ
イ
ま
た
は
ナ
一一方
な
ど
を
し
cA

か

り
ま
き
つ
け
で
応
急
手
当
を
し
て

ー

ζ

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

l

社
会
福
祉
事
業
費
へ

令
一
一
封

野
静
子
さ
ん
)
は
、

秋
の
合

U

ム
水
田
一
区
の
一
瀬
義
満
さ
ん
同
グ
ル
し
プ
展
チ
ャ
リ
テ
ィ

は
亡
母
イ
ト
さ
ん
の
忌
明
に

l
パ
ザ
1

益
金
の
」
部
を
1

白

ム
日
泊
郷
の
末
長
初
徳
さ

ん

は

ム

長
居
商
居
会
(
代
表
者
紀
内

亡
父
香
さ
ん
の
忌
明
に

…

ー良
介
さ
ん
)
J

けど
片
町
商
庖
会

ム
弥
勤
寺
郷
の
久
保
恒
雄
さ
ん
ハ
代
表
者
前
田
正
幸
さ
ん
)
は

は
亡
次
男
俊
秀
さ
ん
の
忌
一
明
祇
園
祭
の
時
寄
贈
口
問
を
競
売
叫

に

一

し

た

収

益

金

を

‘
、

…

A
竹
松
本
町
の
高
木
良
子
さ
ん
ム
矢
上
郷
の
小
佐
々
憲
明
容
ん

¥…

は
亡
夫
麻
見
さ
ん
の
忌
明
に
は
快
気

M
Kぁ
売
り
、

一
ム
武
部
郷
の
溝
上
敏
紀
さ
ん
は
ま
た
老
人
j
ラ
ブ
連
合
A
T
F

ヘ

亡
父
鉄
雄
さ
ん
の
忌
明
に

ど

預
託

リ

ム
宮
小
路
青
年
会

(
田
中
之
雄
ム
西
大
村
婦
人
会
ハ
喜
々
津

E

V

会
長
)
は
、
お
宮
日
の
当
日
子
会
長
)
は
、
特
別
養
護
老
川

催
し
た
パ
ザ
l
の
売
上
げ
h
U

4
人
ホ

l
ム
慈
恵
荘
、
ご
預
託
川

一

部

を

ム

池

田

郷

の

森

叫

判

決

吉

‘

巴

ん

は

V

~
ム
原
口
町
の
福
田
郁
子
さ
ん
は

、
主
要
ト
ミ
窓
ん
の
忌
明
に
光

V

拾
得
金
の
還
付
金
を

と
緑
の
圏
乳
児
院
〈
亡
預
託
一

.

ム
中
地
区
公
民
館
秋
の
合
同
グ
池
田
保
育
所
、
竹
松
原
育
!所
へ

ル
ー
プ
展
実
行
委
員
会
(
代
ム
清
和
国
の
井
原
品
ーさ
ん
は
い
い

表
者
中
村
郁
都
子
さ
ん

田

J

手
作
刀
の
抱
火

W
4庁
相
一月
一

水
道
部
、
ま
た
は
次
の
工
事
居
に
協
和
水
道
設
備
〔有
V
J

三
、1
五
一
六
一

修
理
を
申
込
ん
で
下
さ
い
。

誠
和
工
業
(株
)
、
ご一

1
一
ー
一一主

一J

氷
這
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と

一

A
4
:
一
7
・

大
博
給
水
(
有
)
二

i
二
五
六
四

島
C
一

(株
)
明
和
工
業

二

i
六
五

一一

高
瀬
建
設
(株
)

一三
1
ム
ニ
一
三
一

(
有
)
竹
松
設
慌
五
ド
一
三
五

O

正
真
エ
業
(
株
V

ノ
一三
ぃぶハ

一
ベ
五

西
町
本
設
備
(株
)
E
|
八
三
七
二

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
そ
の
上
か
ら

ゆ
刀
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て

と
か
し
ま
す
。
急
に
熱
湯
を
か
け

る
志
水
道
管
が
破
裂
し
ま
す
の
で

注
意

L
て
下
さ
い
。
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お

し

り

せ

募

集

• 市
職

員

職

種

電

気
主
任
技
術
者
、
機
械

技
術
員
、
現
業
員
、
調
理
員

受
験
資
格

一
、
電
気
主
任
技
術
者
工
業
高

等
学
校
の
電
気
科
を
卒
業
し
、

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
日
以
降

生
れ
た
男
子
で
、
電
気
事
業
法

に
基
づ
く
第
三
種
電
気
主
任
技

術
者
の
免
状
を
有
もす
る
人
。

二
、
機
械
技
術
員
工
業
高
等
学

，校
の
機
械
科
を
卒
業
し
た
人
、

ま
た
は
昭
和
五
十
二
年
三
月
卒

業
見
込
の
人
で
、
昭
和
二
十
一

年
四
月
二
日
以
降
生
れ
た
男
子

三
、
現
業
員

学
歴
は
聞
い
ま
せ

ん
が
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
新

制
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人
で
、
昭
和
二
十
一
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
四
年

四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
女
子

四
、
調
理
員
学
歴
は
問
い
ま
せ

ん
が
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
新

制
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
ほ
か
調
理
士
の
免
許
を

有
す
る
人
で
、
昭
和
二
十
一
年

四
月
二
日
以
降
生
れ
た
人
。

五
、
大
村
市
居
住
、
ま
た
は
採
用

後
居
住
で
き
る
人
。

受
付
期
間
十
二
月
十
五
日

t
昭

和
五
十
二
年
一
月
十
四
日

第
一
次
試
験
昭
和
五
十
二
年
一

月
二
十
三
日

※
詳
し
く
は
市
人
事
課
へ
。

-

新

年

度

保
育
所
の
入
所
児
童

新
年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

入
所
で
き
る
保
育
所
と
人
員

公
立
保
育
所
と
定
員

池
田
、
本
町
六
十
人

竹
松

九
十
人

三
城

百

二
十
人

中
央
百
八
十
人

私
立
保
育
園
と
定
員

萱
瀬
、
妙
宣
寺
、
久
原
、

三
浦

松
原
、
わ
か
ば
、
常
盤
、
目
天
天

宮
、
諏
訪
、
か
た
ま
ち
、
新
城

桜
馬
場
は
定
員
各
六
十
人
。

植
松
は
定
員
百
二
十
人
。

入
所
で
き
る
基
準

保
育
に
欠
け
る
児
童

受
付
期
間

来
年

一
月
十
日

t
二
月
十
日

提
出
先
福
祉
事
務
所

申
請
書
は
福
祉
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ
。

圃
婦
人
コ
ー
ラ
ス
会
員

中
地
区
公
民
館
で
、
新
し
い
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
ま
す

講

師

佐

藤
田
女
子
先
生

蓮
本
ま
ゆ
み
先
生

定
例
会
毎
月
火
曜
日
二
回

午
前
十
時

t
十
二
時

中
地
区
公
民
館
に
電
話
で

お
願
い
し
ま
す
。

皿
③
|
一

三
七
六

申
込

大
村
文
芸
(
第
口
集
)

原

募
集
部
門
と
数
な
と

O
短
歌
十
首

O
俳
句
十
句

O
川
柳
十
句

O
現
代
詩
一
編

O
五
十
一
年
内
の
作
品

O
一
人
一
部
門
に
限
る

O
中
卒
以
上
市
民
、
市
内
在
職
者

投
稿
締
切
五
十
二
年

一
月
十
日

投
稿
先

詩

上
小
路
四
四
五

鶴
田
謙

短
歌

京
町
四

O

鈴
木
忠
次

川
柳

須
田
木
八
五
三
指
方
重
幸

俳

句

古

町

五

区

永

松

勇

発
行
予
定
五
十
二
年
三
月
末

※
会
費
(
誌
代
含
む
)
六
百
円
を

投
稿
と
同
時
に
納
入
し
て
下
さ

圃
肢
体
の
不
自
由
な

児
童
・
生
徒

稿

入
学
の
資
格
・
条
件

手
・
足
・
体
の
不
自
由
な
学
齢

の
子
供
で
県
内
に
居
住
す
る
人

募
集
人
員

小

学

部

一

年

約

八

人

小
学
部
二

t
六
年

若
干
人

中
学
部

一
t
三
年

若
干
人

高

等

部

一

年

約

二
十
人

願
書
提
出
期
限

来
年
二
月
二
十
日

※
詳
し
く
は
返
信
用
切
手
同
封
の

う
え
学
校
へ
。

諌
早
市
真
崎
町
一
六
七
O
l
一

県
立
諌
早
養
護
学
校

E
@
1

一O
八
五

-
学
童
保
育
所
を
開
設

共
働
き
や
父
子
・
母
子
家
庭
の

カ
ギ
ッ
子
の
小
学
校
低
学
年
を
対

象
に
、
冬
休
み
に
学
童
保
育
所
を

聞
き
ま
す
。

期

間

十

二
月
二
十
五
日

l
来
年

一
月
七
日
(
十
二
月
三
十
一
日

ー
来
年

一
月
三
日
は
休
み
)

時
間

午
前
八
時

t
午
後
五
時
三

十
分

場

所

元

三
城
保
育
所
跡

指
導
員

二
人

内
容
み
ん
な
と
楽
し
く
遊
ぶ
乙

と
を
中
心
に
し
ま
す
。

受

付

十

二
月
十
九
日
、
午
前
九

時

t
十
二
時

問
合
せ
先

大
村
学
童
保
育
父
母
の
会

原
白
血
③
|
五

O
七
一

橋
口

E
③
l
三
六

O
八

(
電
話
は
午
後
六
時
以
降
に
)

-
向
陽
高
校
生
徒

来
年
四
月
か
ら
普
通
科
を
設
置

す
る
乙
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

従
来
の
衛
生
看
護
科
、
保
育
科

被
服
科
、
商
業
科
と
合
せ
て
五
つ

の
科
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
向
陽
高
等
学
校
へ

西
三
城
町
二
ハ

血
③
|
一
一
一

O

講

三h
Z玄

習

-
く
み
ひ
も
教
室

美
し
い
実
用
的
な
、
い
ろ
い
ろ

な
タ
く
み
ひ
も
ク
を
作
，っ
て
み
た
い

と
患
っ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
た

め
の
く
み
ひ
も
教
室
を
聞
き
ま
す

希
望
者
は
お
申
込
み
下
さ
い
。

日

時

一

月

二
十
日

t
三
月
二
十

回
目
、
毎
週
木
曜
日
、
午
前
十

時

t
十
二
時
。
十
回

場
所
中
央
公
民
館

定
員

二
十
人

受

講

料

無

料
(教
材
費
は
実
費
)

講
師
く
み
ひ
も
教
室
講
師

小
佐
々
恵
子
先
生

申
込

電
話
か
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
記
入
し
て
申
込
む
乙
と
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

申

込

先

久

原
郷
一

の

一

中

央

公
民
館
電
話
②
!
四
三
二

一

圃
ガ
リ
パ
ン
講
座

美
し
い
文
字
や
カ
ッ

ト
で
印
刷

す
る
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
と
技

術
を
学
習
す
る
ガ
リ
パ
ン
(
謄
写

印
刷
)
講
座
を
聞
き
ま
す
。

日

時

一

月

十
二
日

t
三
月
十
六

目、

毎
週
水
曜
日
‘
午
後
七
時

t
九
時
。

場

所

中

央

公
民
館

対
象

一
般
成
人

定

員

二

十

人

受
講
料

無
料
(教
材
費
は
実
費
)

講
師
中
央
公
民
館
長

黒

岩

近

氏

申
込
及
び
申
込
実

く
み
ひ
も
教
室
と
同
じ
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公

τ士
~ 

圃
電
話
加
入
権

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電

話
加
入
権
を
次
の
と
お
り
公
売
し

ま
す
。買
受
希
望
者
は
定
刻
ま
で
に
印

鑑
と
買
受
代
金
を
持

っ
て
ど
参
集

下
さ
い
。

日
時

十
二
月
二
十
二
日

午
前
十
時

場
所

市
役
所
第
二
会
議
室

公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

公
売
保
証
金

見
積
価
額
の
百
分

の
十

ム
代
金
納
付
期
限
十
二
月
二
十
二

日

午

前

十

一
時
三
十
分。

む

形: i
お

1月の正月・日曜当番医

ム
公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な

い
場
合
は
売
却
決
定
を
取
り
消

し
ま
す
。

公
売
物
件

大
村
局

②

三
一
七
四
五

大

村

局

②

!
六
五
三
九

大

村

局

③

l
五
五
二
五

大
村
局

③
i
三
つ
七
一

ム
詳
し
く
は
収
納
課

へ。

注
射
と
検
診

こ
ん
に
ち
は
保
健
婦
で
す

一
月
の
健
康
相
談
室
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。

妊
娠
中
の
方
.
お
子
さ
ん
の
乙

と
で
相
談
が
あ
る
方
、
血
圧
が
気

に
な
る
方
な
ど
、
お
気
軽
に
ど
利

!内科1-辻田 2-3266 9 外科 ・内科 渡辺医院 ーノ郷 5-8546 
耳鼻科海江田医院 駅通 り 2-3329 

i内 科 ト中村医院 l春 日町 |山
16 整形外科貞松整形東 本町 3-4808

23!l小児科 I出口小児科 I諏 訪 1|2-2252 
外科・内科原医院宮小路 15-8427

|内科…山医院 宮小路 5-7831 
30 外 科 山道 医院 並松 3-2305 
| 眼 科岩崎眼科 西 本町 2-3435 用

下
さ
い
。

月日 I9: 00.........11: 00113:00.........16:001 

1月 5日(水)1妊婦相談 |妊婦教室(1回)1
1月 7日(金)1 一般健康相談i
1月12日(水)1 妊婦教室(2回)1
u月14日(金21 三一一!乳幼児相談l

l品川ニ日(金)1 11 

1月初日(水)1 一一一一一一-

1月28日(金)¥ 乳幼児相談

園

3
歳
児
健
康
診
査

対

象

昭

和

四
十
八
年
六
月
生
れ

及
び
四
十
七
年
十
二
月
か
ら
四

十
八
年
五
月
生
れ
で
、
ま
だ
健

康
診
査
を
受
け
て
い

な
い
人
。

日
時

十
二
月
二
十

三
日
(
木
)

午前9時~午後6時

午
前
九
時
三
十
分

ー
十
時
三
十
分
、

午
後
一
時

t
二
時

三
十
分

場
一
間

市
役
所
第
一

診療時間

会
議
室

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を

必
ず
ど
持
参
下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
な
ど
の

病
気
に
か
か
っ
て
い
る
お
子
さ
ん

は
次
回
検
診
日
に
お
受
け
下
さ
い

思
妊

婦

教

室

時
間

午
後
一
時
か
ら

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

1月日 | 内

1-1 0 r- r1!Oはじめて母親となる心得
1月5日10妊娠中の保健(乳房マッサージの実習)
Ic第1回)[;映画、生命の創造、

1
0安産のために(補助動作、妊婦体操の

:1月12日|実習〉
I(第2回)10産後の保健 C映画 「スキンシァプ」

0育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習)

~ 1 月四日 |。家庭の幸せのために(家族計画)
[(第3回)10妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習)

r.モ，

ニ合圃
乳
児
相
談
日

大
村
保
健
所
で
は
次
の
と
お
り

乳
児
の
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す。
相
談
を
受
け
た
い
方
は
該
当
す

る
日
を
選
ん
で
お
い
て
下
さ
い
。

但
し
.
火
曜
日
が
祭
日
の
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

表

象

程日

対

ーミよと
叫べ

実施日

相児乳
※
昭
和
五
十
二
年
一
月
四
日
の
第

一
火
曜
日
は
年
始
め
の
た
め
、

一
月
五
日
に
変
更
し
ま
す
。

催

し

も

の

圏
第

8
回

良
い
映
画
を
見
る
会

主
催
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日
時
・
場
所

十
二
月
二
十
七
日

(
月
)

制
午
後
一

時
三
十
分

l
二
時
二

十
五
分
萱
瀬
出
張
所

同
午
後
三
時
三
十
分

l
四
時
二

竹
松
出
張
所

十
五
分

大村保健所

対
象

子
供
、
一

酸

入

場

料

無

料

映
画
「
黒
い
巨
象
」
十
六
、
、
、
リ

カ
ラ

l
作
品
、
ソ
ビ
エ
ト
・
イ

ン
ド
合
作
、
五
十
五
分
、
国
際

映
画
祭
で
十
四
の
賞
を
獲
得
。

解
説

科
学
記
録
映
画
界
の
巨
匠

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ス
グ
リ
ジ

監
督
の
作
品
で
、
ホ
ツ
ジ
ヤ
・

場所

ア
フ
マ
ド
・
ア
ッ
パ
ス
原
作
の

小
説
を
モ
チ
ー
フ
に
イ
ン
ド
南

部
の
ジ

ャ
ン
グ
ル
に
ロ
ケ
し
て

製
作
さ
れ
た
。
グ
黒
い
山
H

と

呼
ば
れ
る
老
象
と
そ
の
子
象

品
目
雲
H

を
め
ぐ
る
物
語
で、

イ
ン
ド
の
豊
か
な
自
然
と
、
森

に
住
む
野
生
の
動
物
の
興
味
深

い
生
態
も
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す

務
詳
し
く
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
l
へ
o
E
②
!
四
一
一
一
一
一
一

そ

の

他

田
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

①
十
二
月
二
十
八
日
午
前
八
時

消
防
団
員
召
集
サ
イ
レ
ン

十
五
秒
吹
鳴
i
六
秒
休
止
|
十

五
秒
吹
鳴

②
十
二
月
二
十
八
日

t
三
十
一

日

毎
日
午
後
八
時
「
消
防
の
時
間
」

一
分
間
吹
鳴
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市

ノ]'¥J
1又

所

の

年
末
・
年
始
の
仕
事
案
内

市政だより

市
役
所
の
一
般
事
務
は
十
二
月

二
十
九
日
か
ら
来
年
一
月
三
日
ま

で
休
み
ま
す
が
、
一
部
は
次
の
と

お
り
仕
事
を
し
ま
す
。

企
市
民
課

転
入
、
転
出
、
諸
証
明
の
事
務

は
行
い
ま
せ
ん
が
、
出
生
、
死
亡

婚
姻
な
ど
の
届
出
は
宿
・
日
直
で

受
付
凶
け
ま
す

A
水
道
部

でも
受午水
付‘後道
け五料
ま時金
すまの
。で納

水入
道は
部
の休
窓務
口中

企
収
納
課

市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
ご

み
処
理
手
数
料
、
住
宅
使
用
料
の

収
納
事
務
は
、
十
二
月
三
十
日
ま

で
行
い
ま
す
。

企
市
立
病
院

十
二
月
二
十
九
日
(
水
)
と
十

二
月
三
十
一
日
(
金
)
か
ら
一
月

三
日
(
月
)
ま
で
は
休
診
し
ま
す

た
だ
し
、
急
患
の
場
合
は
、
い

つ
で
も
当
直
医
師
が
診
療
に
あ
た

り
ま
す
。

企
衛
生
課

ご
み
、
し
尿
処
理
業
務

年
末
年
始
は
、
ご
み
処
理
業
務

が
停
滞
し
ま
す
の
で
、
次
の
乙
と

に
特
に
ど
協
力
下
さ
い
。

付
年
末
は
三
十
日
ま
で
収
集
業
務

を
行
い
ま
す
が
、
収
集
巡
回
の

都
合
で
二
十
七
・
二
十
八
日
が

最
終
日
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

の
で
、
年
末
の
大
掃
除
な
ど
の

ご
み
は
早
め
に
出
し
て
下
さ
い

同
ご
み
が
多
い
と
き
は
、
散
乱
し

な
い
よ
う
不
用
の
袋
な
ど
に
入

れ
て
、
ご
み
容
器
の
脇
に
出
し

て
下
さ
い
。

国
台
所
か
ら
出
る
ご
み
は
、
水
分

を
よ
く
切
っ
て
か
ら
必
ず
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
し
て
下
さ

し、
。

伺
不
燃
物
に
つ
い
て
は
、
不
用
の

袋
な
ど
に
入
れ
て
決
め
ら
れ
た

、ヒダ司、4戸、=グヘ\、~戸、t戸、←戸

不
燃
物
収
集
日
の
前
日
に
各
町

内
の
不
燃
物
集
積
所
に
出
す
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
各

戸
の
ご
み
容
器
に
は
絶
対
入
れ

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

※
年
末
年
始
の
ご
み
、
し
尿
処
理

業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

年
末
年
始
年
始
の
不
燃
物
収
集
日
の
変
更

一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で

(第

一
土
曜
1
第
一
月
曜
)
の
不
燃
物

収
集
日
に
該
当
す
る
町
内
の
収
集

日
は
一
月
四

t
五
日
に
収
集
し
ま

す
の
で
、
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う

収
集
日
の
前
日
以
外
に
は
集
積
所

に
は
絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し

新
年
か
ら
美
し
い
き
れ
い
な
街
づ

く
り
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
第
一
火
曜
か
ら
は
平
常

ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

十
二
月
三
十
百
ま
で

一
月
五
日
か
ら

件直当 町内

上諏訪.下諏訪.東諏訪.I 

日i中諏訪.諏訪7区・8区
諏訪1区 乾馬場 i 
古町住宅.古町5区 ・6区.

11A5S1 三浦地区各町内 ! 1月5日|
| 鈴田地区各町内 i 

A
図
書
館
・
史
料
館

十次
二 の
月と
二お
十り
六休
日館
合し
C ま
(す
大
掃

除
)
か
ら
一
月
四
日
(
火
)
(
定
期

休
館
)
ま
で
。

五
日
(
水
)
か
ら
平
常
通
り
開

館
し
ま
す
。

な
お
十
二
月
二
十
五
日
(
土
)

は
毎
月
図
書
整
理
日
(
休
館
)
で

す
が
、
平
常
通
り
開
館
し
ま
す
。

設割

三浦地区各町内鈴団地区各町内

東浦.前舟津.外浦小路下久原.上入原.久原官舎.後木場.向木場.

岩舟.日向平.上小路須田ノ木.岩舟住宅

久原団地.片町第1・第2本小路.本町第1・第2.西本町第1・第2

日億一お

名

収物
置欄vー
ペ、

町

20 
三域第1・第2水主町武部田の平小佐古.柴田大佐古.水田1区. 3 1 3 7 
向陽町 20 17 17 21 
赤佐古.旭町団地.草場.池の坊駅前アパート.坂口池田.池田9区 7 4 4 1 
10区・11区.池田アパート常盤団地 21 18 18 15 
上諏訪.下諏訪.東諏訪.中諏訪.諏訪7区・8区.諏訪1区乾馬場 第1土曜日 4 5 5 2 
古町住宅古町5区・6区 第3土曜日 15 19 1 19 1 16 
荒平.水計徳泉川内.大多武.雄カ原横山頭 第2月曜日 10 14 1 14 1 11 
古町中央町乾馬場住宅水田細胞抗出前区・4区上杭出津 |引火曜日 11 8 1 8 1 12 
下杭出津.新城.佐古ノ川協和町.松山町.辻田町 第4火曜日 25

松並1・2丁目.昭和通.西小路.植松.小路口第3住宅.植松住宅 第2水曜日 12 9 I 9 1 13 
第4水曜日 26 23 1 23 1 27 

古賀島町.森園町.桜馬場第1・第2.富の原1・2丁目.堺町.原口町. 第2木曜日 13 10 1 10 1 14 
原口住宅.今津町 第4木曜日 27 24 1 24 I 28 

1111118 
鬼橋町.竹松町.宮小路1・2・3丁目.宮小路九電社宅.黒丸町. 第4金曜日 28 

街並区目沖田.寿古.皆同.今富.立福寺.弥勤寺.矢上草場橋本.宮本. 第2土曜日 18 12 1 12 
浦1区・2区.南松本.北松本久津.寺本梶ノ尾，山下.梶ノ尾団地 第4土曜日 22 26 1 26 
野田重井田北木場今山東光寺野岳北・南野田平原武留路 第3月曜日 [17 21 1 21 
黒木.北川内南川内久良原中岳.田下.宮代.原荒瀬 第4月曜日 24 28 1 28 
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